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石狩川水系河川整備計画策定後石狩川水系河川整備計画策定後
の事業進捗状況について

石狩川流域委員会（第30回 平成26年10月27日)
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計画策定後の事業進捗状況について

11

北海道開発局は 平成17年4月から平成19年9月までに石狩川水系の本川（下流 上流）及び6つの支川の北海道開発局は、平成17年4月から平成19年9月までに石狩川水系の本川（下流、上流）及び6つの支川の

河川整備計画を策定しました。ここでは、策定後の社会情勢の変化や河川整備計画に位置づけられた事業の

進捗状況について報告します。

整備計画名 策定時期

石狩川水系の河川整備計画（直轄管理区間） 資料構成

河川整備計画の位置づけ

現在の河川整備計画の策定経緯

千歳川河川整備計画 平成17年 4月

夕張川河川整備計画 平成17年 4月

・河川整備計画の位置づけ

・石狩川流域委員会の設置及び河川整備計画の策定経緯

河川整備計画策定後の石狩川流域の状況張 備 月

幾春別川河川整備計画 平成18年 3月

豊 整備計 成 年

・土地利用、農業、人口、交通等の変化

・出水の発生状況、その際の治水効果

豊平川河川整備計画 平成18年 9月

空知川河川整備計画 平成18年12月
・治水、利水、環境、維持管理についての進捗状況

・河川整備計画策定後の新たな取り組み
（ バ ド ダ 技術 活用）

河川整備計画の進捗状況

雨竜川河川整備計画 平成19年 5月

石狩川（上流）河川整備計画 平成19年 9月

・東日本大震災の発生

（TEC-FORCE、Xバンドレーダー、IT技術の活用）

社会情勢の変化 （資料1-2）

石狩川（下流）河川整備計画 平成19年 9月

・東日本大震災の発生

・水防法及び河川法の一部改正
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河川整備基本方針と河川整備計画

22

平成9年の河川法改正により 河川整備の方針を示す河川整備基本方針 具体的な河川整備内容を示す

改正前の計画制度 新しい計画制度

平成9年の河川法改正により、河川整備の方針を示す河川整備基本方針、具体的な河川整備内容を示す

河川整備計画を策定することとなり、平成16年に石狩川水系河川整備基本方針が策定されました。

改正前の計画制度 新しい計画制度

　　　　内容⇒基本方針、基本高水、計画高水流量　等
内容⇒
基本方針、基本高水、計画高水流量
等 主な河川工事の内容

工事実施基本計画 河川整備基本方針

手 続等 主な河川工事の内容

工事実施基本計画
の案の作成

手　続

河川整備基本方針
の案の作成

手　続

河川整備基本方針

　　社会資本整備審議会
　　　　　　　河川分科会
　　（河川整備基本方針
　　　　　　検討小委員会）
　　　　　　　（一級河川）
　　都道府県河川審議会
　　　　　　　（二級河川）

意　見

工事実施基本計画
の決定

河川審議会
（一級河川）

意　見 の決定

内容⇒河川工事、河川の維持の内容

河川整備計画

都道府県河川審議会
がある場合

　　　内容 河川工事、河川の維持の内容

原　案

手　続

　　学識経験者意　見

意　見
　公聴会の開催等による

学識経験者

関係住民

　河川整備計画の
　案の作成

　河川整備計画
決定

意　見 　　地方公共団体の長

公聴会 開催等 よる
　　住民意見の反映
関係住民

地方公共団体の長

河川工事、河川の維持

　の決定

河川工事
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石狩川流域委員会の設置(平成16年度)

33

石狩川水系河川整備基本方針に続き 石狩川水系河川整備計画（本川+支川）を策定するため 平成16

石狩川流域委員会 委員名簿  
（敬称略、五十音順） 

石狩川水系河川整備基本方針に続き、石狩川水系河川整備計画（本川+支川）を策定するため、平成16

年(2004年)4月30日に石狩川流域委員会が設置されました。

（平成16年時点）
第1回流域委員会（平成16年4月30日）において示された設置主旨

氏  名 所    属 

赤間
あ か ま

   由美
ゆ み

 妹背牛町立妹背牛小学校長 

「石狩川流域委員会」の設置趣旨 

 

平成９年の河川法改正により 河川管理者である国土交通大臣は これま
上田
う え だ

   宏
ひろし

 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター教授 

内田
う ち だ

   和男
か ず お

 北海道大学大学院経済学研究科長 

 平成９年の河川法改正により、河川管理者である国土交通大臣は、これま

での「工事実施基本計画」に代わり、長期的な河川整備の基本となるべき方

針を示す「河川整備基本方針」（河川法第１６条）と、当面の具体的な河川整

黒木
く ろ き

  幹男
み き お

 北海道大学大学院工学研究科助教授 

小林
こばやし

  英嗣
ひでつぐ

 北海道大学大学院工学研究科教授 

備の内容を示す「河川整備計画」（河川法第１６条の２）を策定することとなり

ました。 

丹保
た ん ぼ

  憲仁
のりひと

 放送大学長 

辻井
つ じ い

  達一
たついち

 （財）北海道環境財団 理事長 

な か か ず

 「石狩川水系河川整備基本方針」については、現在、社会資本整備審議会

河川分科会において審議が進められているところです。この基本方針に基づ

き、北海道開発局は、「石狩川水系河川整備計画（大臣管理区間）」を策定す
中井
な か い

  和子
か ず こ

 北海道教育大学札幌校非常勤講師 

長澤
ながさわ

  徹明
てつあき

 北海道大学大学院農学研究科教授 

なかむら ふ と し

北海道大学大学院農学研究科教授

き、北海道開発局は、 石狩川水系河川整備計画（大臣管理区間）」を策定す

るにあたり、学識経験を有する方々からご意見をいただくために（河川法第１

６条の２第３項）「石狩川流域委員会」を設置することといたしました。 

中村  太士 北海道大学大学院農学研究科教授

山田
や ま だ

   正
ただし

 中央大学理工学部土木工学科教授 
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河川整備計画の策定(平成17年～平成19年)

44

全29回の委員会を開催し 石狩川本支川の河川整備計画について審議平成19年9月までに全29回の委員会および全7回の現地調査を実施し 石狩川本支川の河川整備計画の内容に全29回の委員会を開催し、石狩川本支川の河川整備計画について審議平成19年9月までに全29回の委員会および全7回の現地調査を実施し、石狩川本支川の河川整備計画の内容に

ついて広範かつ専門的な議論が行われました。委員会での意見を踏まえ作成された河川整備計画の原案について、

関係住民の意見、北海道知事等の意見を聴き、本川（下流、上流）及び6つの支川の河川整備計画が策定されまし

た。た。

整備計画名 策定時期

石狩川水系の河川整備計画（直轄管理区間）
学識経験者の意見

石狩川水系の
河川整備計画策定の流れ

整備計画名 策定時期

千歳川河川整備計画 平成17年 4月

夕張川河川整備計画 平成17年 4月

石狩川流域委員会

河川整備計画（原案）
・全29回の委員会を開催

・全7回の現地調査を実施

意見

夕張川河川整備計画 平成17年 4月

幾春別川河川整備計画 平成18年 3月

豊平川河川整備計画 平成18年 9月豊平川河川整備計画 平成18年 9月

空知川河川整備計画 平成18年12月
関係住民の意見

意見

雨竜川河川整備計画 平成19年 5月

石狩川（上流）河川整備計画 平成19年 9月

河川整備計画（案）

北海道知事等の意見
意見

石狩川（下流）河川整備計画 平成19年 9月
河川整備計画 策定 （北海道開発局長）
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石狩川流域の概要
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石狩川は、その源を大雪山系の石狩岳に発し、上川盆地で牛朱別川、忠別川等を合流し、神居古潭の狭

窄部を下って石狩平野に入り、雨竜川、空知川、幾春別川、夕張川、千歳川、豊平川などの支川を合わせ

日本海に注ぐ、流域面積14,330km2(全国2位)、幹川流路延長268km(全国3位)の一級河川です。

流域流域
◆幹川流路延長：268km 一級河川
◆流域面積 ：14,330km2

人口人口
◆流域内市町村数
：18市27町1村

札幌市、旭川市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、夕張市
、岩見沢市、美唄市、芦別市、赤平市、三笠市、滝川市、砂川市、歌志
内市、深川市、富良野市、当別町、南幌町、奈井江町、上砂川町、由仁
町、長沼町、栗山町、月形町、浦臼町、新十津川町、妹背牛町、秩父別
町、雨竜町、北竜町、沼田町、幌加内町、上富良野町、中富良野町、南

◆流域内市町村人口
約 313万人（平成22年国勢調査）

富良野町、愛別町、東神楽町、鷹栖町、当麻町、比布町、上川町、東川
町、美瑛町、新篠津村

：約 313万人（平成22年国勢調査）

図 石狩川流域図
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石狩川流域の土地利用の変化
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現在の土地利用は 山林が約67% 農地等が約26% 市街地が4% 河川 湖沼が約3％とな ており 河川整備計現在の土地利用は、山林が約67%、農地等が約26%、市街地が4%、河川、湖沼が約3％となっており、河川整備計
画策定時と比べ大きな変化は生じていません。また、近年の農作物作付面積についても、大きな変化は生じてい
ません。

250
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米以外

米

157 154150

200
作

付

面

積

米

83 80

0

50

100
（103ha）

農地等

市街地

4%

河川、湖沼

3%

0
平成19年 平成25年

図 石狩川流域の農作物
作付け面積の変化農地等

26%

山林

67%
出典：平成19年・平成25年作物統計
(農林水産関係市町村別統計より算出)

作付け面積の変化

流域面積

図 石狩川流域の土地利用状況

出典：国土数値情報（平成21年土地利用メッシュ）より作成

流域面積：
14,330km2 
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石狩川流域の人口の変化
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石狩川流域の人口は北海道の人口の約60％を占め 道内において人口や資産が特に密集した地域となっ石狩川流域の人口は北海道の人口の約60％を占め、道内において人口や資産が特に密集した地域となっ
ています。

流域内人口は近年概ね横ばい傾向ですが、流域内居住者の高齢化が進んでいることからも、災害時要援
護者の避難支援対策が重要となっています。
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石狩川流域の作物収量の変化
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食料自給率の全国平均は約40%ですが、北海道は約200%と非常に高く、我が国の食料供給基地となっています。
北海道の中で石狩川流域が占める収穫量の割合は、水稲は約70％、小麦は約30％、大豆は約50％であり、北海
道有数の穀倉地帯を形成しています。

石狩川流域の主要な農作物(水稲・小麦・大豆)の 10a(アール)あたりの作物収量や近年の食糧自給率は、天候

全道(石狩川

流域以外)

等によりばらつきが生じていますが、概ね横ばい傾向となっています。
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出典：10a当たりの作物収量～作物統計(農林水産関係市町村別統計より算出)
食料自給率～農林水産省HP(都道府県別食料自給率の推移(カロリーベース)、平成24年は概算値）

図 10a当たりの作物収量と食料自給率の変化

出典：[水稲・小麦・大豆]平成25年作物統
計(農林水産関係市町村別統計より算出)

図 主要農産物の道内の割合
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石狩川流域における基幹交通施設(１)
9 9

石狩川下流域には、JR函館本線、千歳線、国道12号、36号、274号、北海道縦貫自動車道、平成23年に夕張・占
冠間が開通した北海道横断自動車道などがあり、道央と道南・道東・道北を結ぶ交通の要衝となっています。

北海道新幹線は平成24年に新函館北斗・札幌間が着工となり、平成47年度の開業に向けて整備が進められてお
ります また 新千歳空港国際線ターミナルでは 路線の増便や利用客の増加に対応するため 平成22年に移転開ります。また、新千歳空港国際線タ ミナルでは、路線の増便や利用客の増加に対応するため、平成22年に移転開
業し、北海道の空の玄関口として機能が強化されています。

⽯狩湾新港



石狩川流域における基幹交通施設(２)

石狩川上流域には JR函館本線 石北本線 宗谷本線などの鉄道 国道12号 39号 40号 北海道縦貫自動車

10 10

石狩川上流域には、JR函館本線、石北本線、宗谷本線などの鉄道、国道12号、39号、40号、北海道縦貫自動車
道、旭川紋別自動車道などがあり、道北と道央・道東を結ぶ交通の要衝となっています。

現在、北海道縦貫自動車道は士別・剣淵ICまで、旭川紋別自動車道は丸瀬布ICまでの区間が供用されており、
順次延伸される予定となっています。

旭川空港は、平成24年に定期国際線となる台湾・台北便が就航しており、年間250便程度が運航され、東アジア
からの観光に利用されています。



9 9平成２３年９月出水の概要(１)
～気象状況～

1111

石狩川下流域では 平成23年9月2日から4日にかけ 北海道付近に停滞した前線に向かって動きの遅い台風12石狩川下流域では、平成23年9月2日から4日にかけ、北海道付近に停滞した前線に向かって動きの遅い台風12

号周辺からの暖かく湿った空気が流れ込み、断続的に激しい雨をもたらしました。 その後、5日から6日にかけて、停

滞前線に台風12号から変わった低気圧や台風13号の周りを回って、暖かく湿った空気が流れ込み、豊平川流域を

中心に大雨をもたらしました。中心に大雨をもたらしました。

一連の降水量を合計すると、石狩地方中部・南部・後志利地方で300mmを超え、石狩川下流域の水位観測所全

51箇所※1の内、31の地点において「はん濫注意水位」などの基準水位を上回る水位を記録しました。

水位流量観測所： 雁来
雨量観測所： 石山

13 0

降雨及び水位の状況（豊平川）
豊平川 雁来地点

9
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12
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15

雨
量
（
m
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）

計画高水位

はん濫危険水位

雨量 総雨量211mm
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6
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水
位

（
ｍ
） 20

25

30

雨

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

3

4

5

9
/
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0
:
0
0

9
/
3
 
0
:
0
0

9
/
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0
:
0
0

9
/
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0
:
0
0

9
/
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0
:
0
0

9
/
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0
:
0
0

9
/
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0
:
0
0

日時

35

40

水位

平成23年9月1日15:00～9月6日13:00の累積雨量分布 ※1 はん濫注意水位等の基準水位を設定している観測所数
※2 作図のためのデータは北海道開発局、北海道及びアメダスのデータを使用

平成23年9月7日10時現在



10 10平成２３年９月出水の概要(２)
～出水状況～

1212

平成23年9月出水では、豊平川雁来水位観測所において、昭和56年8月洪水以降最大となる8.43mの水位が

観測され、豊平川の河川敷公園が浸水したほか、激しい流れによって上流部で河床の洗掘などが発生しました。

【高水敷の冠水状況（ 付近）】【高水敷の冠水状況（KP14～KP17付近）】 【河床洗掘による根固工の沈下（ミュンヘン大橋下流 KP20付近）】

【出水中の状況】
・低水路満杯程度の洪水が流下
・非常に激しい流れが発生非常に激しい流れが発生

【出水前後の横断面の変化】
澪筋では 河床の洗掘が生じた

【出水中の状況】

・澪筋では、河床の洗掘が生じた
・最深河床高は最大で約1.7m低下

【出水後の状況】
・河床の洗掘に伴い、根固工が沈下

・河岸侵食から堤防を守るために根
固工の補修が必要（対策済）

【対策の概要図】

【根固工の沈下状況（出水後に撮影）】

既設護岸

河床洗掘

河床洗掘対策



11 11平成２３年９月出水の概要(３)
～治水対策による効果～

1313

運河水門を閉じる とにより 石狩川から茨戸川 の逆流を防ぐとともに 石狩放水路水門を開ける とにより 茨運河水門を閉じることにより、石狩川から茨戸川への逆流を防ぐとともに、石狩放水路水門を開けることにより、茨

戸川から海に放流することで、茨戸川の水位を約１ｍ程度低減させ、約550haの浸水を軽減したと想定されます。

また、この他に豊平峡ダム、定山渓ダムの防災操作や浚渫等により石狩川や豊平川の水位を低減させました。

運河水門

石狩川

2.00

茨戸川水位 石狩川水位（運河水門下流）

放水路水門 凡例

約550haの浸水を軽減

施設が無い場合に冠水の可能性が
あった区域(約600ha)

確認されている冠水区域(約50ha)

運河水門 放水路水門

1.00

1.50

位
（
E
L
.m
）

放水路水門
開扉

茨戸川の

茨戸川

0.50

水
位

運河水門
閉扉

茨戸川の
水位低減効果

0.00

9/2
0:00

9/2
12:00

9/3
0:00

9/3
12:00

9/4
0:00

9/4
12:00

9/5
0:00

9/5
12:00

9/6
0:00

9/6
12:00

9/7
0:00

9/7
12:00

※9月7日10時までのデータをもとに作成



12 12平成２３年９月出水の概要(４)
～排水機場等による効果～

1414

平成23年9月2日の出水では 管内の広い範囲で浸水被害が発生しました 浸水被害の軽減を図るため内水排平成23年9月2日の出水では、管内の広い範囲で浸水被害が発生しました。浸水被害の軽減を図るため内水排
除活動を行い、被害の拡大を未然に防止する事ができました。
稼働箇所は排水ポンプ車稼働9箇所、排水機場稼働29箇所、合計38箇所となりました。排水機場の稼働により、

約15,000,000m3（札幌ドーム約9.5個分）の内水を排除しました。

排水ポンプ車稼働状況

●排水ポンプ車稼働箇所 9箇所

●排水機場稼働箇所 29箇所

●
●

●
●●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

排水ポンプ車稼働状況（夜間作業）

●

●

●

●
●

●

●

●

● ●
●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●●
●

●
●●

排水機場稼働状況



13 13平成２６年８月出水の概要(１)
～気象状況～

1515

平成26年8月4日から5日にかけて、前線を伴う低気圧が北海道付近を通過し、日本海側北部を中心に非常に激

しい雨が降りました。雨竜川流域の幌加内雨量観測所では総雨量147mm、最大1時間雨量21mmを観測し、幌加内
水位観測所では水位が計画高水位近くまで達しました。また、11の地点において基準水位を超過し、幌加内町・深
川市・沼田町では河川のはん濫の危険性が高まり、避難勧告によって住民が避難する事態となりました。

0.0 

5.0 

160

計画高水位 158 19m

降雨及び水位の状況（雨竜川）
雨竜川 幌加内地点 水位流量観測所：幌加内【開発局】

雨量観測所：幌加内【気象庁】

雨量 総雨量147mm

10.0 

15.0 

20.0 

25 0

156

158

水
位
（

ｍ
）

雨
量
（
m
m
）

計画高水位 158.19m

はん濫危険水位 157.40m

避難判断水位 157.20m

はん濫注意水位 156.70ｍ

水防団待機水位 156.20m

25.0 

30.0 

35.0 

40.0 152

154

00 00 00 00

水位

8/
4 

0:
0

8/
5 

0:
0

8/
6 

0:
0

8/
7 

0:
0

日時

平成26年8月6日24時現在（一部欠測あり） ※雨量観測データは毎正時を使用

平成26年8月4日9:00～8月5日24:00の累積雨量分布



14 14平成２６年８月出水の概要(２)
～河道掘削による水位低減効果～

1616

平成19年に策定された雨竜川河川整備計画に基づき 幌加内市街地の直下流の狭窄部の河道掘削を順次実施平成19年に策定された雨竜川河川整備計画に基づき、幌加内市街地の直下流の狭窄部の河道掘削を順次実施
しています。このことにより今回の出水では、幌加内市街地下流地区の水位を約1.3m低減する効果がありました。

幌加内市街地地区の状況 河道掘削箇所図

幌加内市街地 流 狭窄部を掘削 洪水時 水位低 を

126

■幌加内市街地下流の狭窄部を掘削し、洪水時の水位低下を
図っています。

■雨竜川の最高水位時付近での状況

河道掘削実施区間

275A

A’

※写真は河道掘削実施前のもの(H17年撮影)
平成26年8月5日撮影

河道掘削断面図

掘削による水位低減効果 約１ ３m（推定値）

雨竜川（幌加内市街地の直下流）
AA’

写真 道掘削実施前 ( 年撮影)

※速報のため、数値等は変更となる可能性があります。

掘削を行わなかった場合の最高水位（推定値）

今回出水における最高水位 H=150.90m

掘削による水位低減効果 約１.３m（推定値）

計画高水位

河道掘削以前の河道断面現在の河道断面（掘削後）

掘削により川の断面を
広げました



平成２６年９月出水の概要(１)
～気象状況～

1717

北海道の西海上に停滞する低気圧と上空に流れ込んだ寒気の影響によって大気が不安定となり、平成26年9月

11日未明から猛烈な雨が降りました。特に支笏湖畔を中心に短時間の豪雨となり、国の管理河川では、月寒川、厚

別川、島松川において急激な水位上昇が見られたほか、札幌市内の中小河川（道管理）では溢水が生じました。

9月10日18時～11日6時までの12時間雨量分布（気象庁作成） 11日5時30分時点のレーダー雨量

08

厚別川 厚別地点

012

月寒川 月寒地点

014

島松川 下島松地点
水位流量観測所：月寒【開発局】
雨量観測所：清田【開発局】

水位流量観測所：下島松【開発局】
雨量観測所：漁川ダム【開発局】

水位流量観測所：厚別【開発局】
雨量観測所：清田【開発局】

206

m
m
）

）

計画高水位 6.92ｍ
はん濫危険水位 6.92ｍ

避難判断水位 6.30ｍ

はん濫注意水位 3 80ｍ雨量 総雨量118mm
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）

計画高水位 9.91ｍ
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ｍ
） はん濫注意水位 10.30ｍ
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雨量 総雨量207mm
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平成２６年９月出水の概要(２)
～出水による被害状況～

1818

札幌管区気象台は 道内初となる大雨特別警報を発令。札幌市は望月寒川、月寒川、厚別川、野津幌川沿川で

洪水避難勧告を発令。市内では河川からの溢水による床上・床下浸水、道路冠水などの被害が発生しました。

平成26年9月11日豪雨豊平川水系被害状況

河川からの溢水 ←

野

平成26年9月11日豪雨豊平川水系被害状況

凡 例

溢水や内水被害

洗堀や護岸破損

←

月
寒
川

野
津
幌
川

洗堀や護岸破損

出水ピーク頃の状況
（9月11日 5時）

撮影位置：
月寒川（本通下流）

月寒川（本通下流）
付近の状況

出水後の状況

←

真

←

精
進
川

出水後の状況
（9月11日15時）

【流域の治水対策】

（国）流下断面の確保（月寒川・望月寒川・厚別川・野津幌川）

真
駒
内
川

（国）流下断面の確保（月寒川・望月寒川・厚別川・野津幌川）

（道）流下断面の確保、放水路の整備（望月寒川）

（市）貯留浸透事業による流出量の軽減（望月寒川） ※速報のため、変更となる可能性があります。



平成２６年９月出水の概要(３)
～漁川ダムの整備効果～

1919

漁川ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の恵庭市（日の出橋観測地点）では、はん濫

注意水位以下の水位に抑えることができました。

もしも、ダムが整備されていなければ、計画高水位を大きく上回る出水となり、恵庭市へのはん濫により甚大な

被害が発生 た 能性があ ます

漁川ダムの防災操作漁川ダム位置図
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被害が発生した可能性があります。
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m
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ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。

09⽉11⽇6時40分
ダムへ流れ込んできた最⼤⽔量

約820m3/s

9/9 20:00～9/11 19:00
流域総雨量 345.3mm (ダム流域平均)

ダムへの流入量

時
間

雨
量

累
計

時
間

雨

日の出橋水位観測所 流
入

量
・
放

流
量

漁川ダム

漁川

149 

152 

155 

158 

161 

0 

150 

300 

450 

600 

20：00 1：00 5：00 10：00 15：00 20：00 1：00 5：00 10：00 15：00 19：00

貯
水

位
(m約820m3/s

下流の増⽔をピーク時で
約540m3/s抑えました。

ダムからの放流量

ダムが無い場合の
想定⽔位：32.7m 約1.5mの⽔位低減

漁川の⽔位の状況 ⽇の出橋⽔位観測所地点
ダムが無かった場合にはん濫が想定されるエリア

漁川ダム

周辺は恵庭市の田畑や住宅地であり、
はん濫した場合の被害は甚大

漁川

千歳川

20：00 1：00 5：00 10：00 15：00 20：00 1：00 5：00 10：00 15：00 19：00
9⽉9⽇ 9⽉10⽇ 9⽉11⽇

実績⽔位
31.20m

計画高水位H=32.37m

はん濫注意水位H=31.30m

水防団待機水位H=30.60m

恵庭市

はん濫した場合の被害は甚大 千歳川

凡例
浸⽔が想定される範囲漁川千歳川

※速報のため、数値等は変更となる可能性があります。



1 1石狩川水系の河川整備計画の進捗状況20 20

河川整備計画に位置づけられている治水 利水 環境 維持管理の各項目について進捗状況を報告します

洪水等による災害の発生の防止又は軽減

人口・資産が集積し広大な農地が広がる石狩川流域の洪水氾濫の危険性を減少するため治

河川整備計画に位置づけられている治水、利水、環境、維持管理の各項目について進捗状況を報告します。

石狩川水系の河川整備計画
人口・資産が集積し広大な農地が広がる石狩川流域の洪水氾濫の危険性を減少するため、

洪水調節施設により洪水を調節するとともに、河積の増大を図り洪水を安全に流下させる。

※ 目標洪水は、戦後最大規模である昭和56年8月上旬洪水（豊平川のみ8月下旬洪水）

治
水

・千歳川河川整備計画

（対象期間は概ね30年）

河川の適正な利用及び流水の正常な機能を維持するため必要な流量の確保に努め、今後と
も関係機関等と連携し、合理的な流水の利用を促進するよう努める。

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

利
水

・夕張川河川整備計画

・幾春別川河川整備計画

河川環境の整備と保全

幾春別川河川整備計画

・豊平川河川整備計画

石狩川の河川環境の多様性や連続性を保全し、動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・形
成を図る。また、都市域や農業域及び山間域と調和した水辺景観の保全・形成、人と川との
ふれあいに関する整備に努める。

環
境・空知川河川整備計画

雨竜川河川整備計画

総合的な視点に立った維持管理維
持
管

・雨竜川河川整備計画

・石狩川（上流）河川整備計画
災害の発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持及び河川環境の整備と
保全の観点から 河川の有する多面的な機能を十分に発揮できるよう適切に維持管理を行管

理・石狩川（下流）河川整備計画

保全の観点から、河川の有する多面的な機能を十分に発揮できるよう適切に維持管理を行
う。



「洪水等による災害の発生の防止又は
軽減 に関する進捗状況軽減」に関する進捗状況
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石狩川における主な治水対策の進捗(１)

砂
川 芦別市

石狩川中・下流 軟弱地盤の丘陵堤
幾春別川総合開発事業

中富良野町

上富良野町
滝川市 赤平市

新十津川町

滝
歌志内市

石狩川下流では石狩川中・下流軟弱地盤の丘陵堤、千歳川流域の治水対策、北村遊水地、夕張シューパロダム

、幾春別川総合開発事業などの治水対策を実施しています。

美唄市

富良野市浦臼町 奈井江町

川
市上砂川町

芦別市

桂
沢

金
山

砂川遊水地

幾春別川総合開発事業

三笠ぽんべつダム

滝
里
ダ
ム

整備後

嵩上げ

三笠市

石
狩
市 岩見沢市当

新
篠

月形町

南富良野町

沢
ダ
ム

山
ダ
ム

新桂沢ダム（桂沢ダム）

北村遊水地

日本海

夕張シューパロダム

浦臼築堤
新桂沢ダム

嵩上げ

既存の桂沢ダム

新桂沢ダム

南
幌
町

江別市
札幌市

市 岩見沢市

夕張市
栗山町

別
町

津
村 幾春別川新水路

Ｌ＝５．４ｋｍ

石狩

夕張シューパロダム

美

千歳市

北
広
島
市

長沼町

町

由仁町

札幌市

漁
川

定
山
渓

石狩
放水路

千歳川流域の治水対策

旧美唄川

夕張シューパロダム

北村遊水地

千歳市
恵庭市川

ダ
ム豊

平
峡
ダ
ム

渓
ダ
ム

千歳川流域の治水対策
（堤防整備、遊水地群等）豊平川の河道の洗掘・侵食対策

凡 例

遊水地整備箇所

河川防災ステーションの整備

夕張シュ パロダム

太平洋
直轄管理区間

ダム（完成）

ダム（建設中）

遊水地整備箇所

北広島市千歳川地区（平成23年10月撮影）
６，７号床止工 舞鶴遊水地
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石狩川における主な治水対策の進捗(２)

石狩川上流では旭川市街部における石狩川の河床低下対策などの治水対策を実施しています。

逆流防止施設の整備

護岸の機能を喪失

神居川水門
幌加内上流築堤

雨竜川 治水対策

河道掘削 雨竜川KP.69

河床低下

愛別町

幌
加
内
町

石狩川上流河床低下対策
河川防災ステーションの整備

雨竜川の治水対策
石狩川上流の治水対策秋月橋下流左岸の状況

当麻町

鷹栖町

比布町
上川町

大

牛朱別川分水路 辺別川右岸築堤

東神楽町

東川町旭川市

沼田町

深川市

秩父別町
日本海

忠
別
ダ
ム

大
雪
ダ
ム旭川河川防災ステーション

美瑛町

滝川市 赤平市

上富良野町新十津川町

雨竜町

北竜町
妹
背
牛
町

滝
里
ダ石狩川中・下流

石
狩
川

凡 例

遊水地整備箇所

空知川の治水対策

富良野市

中富良野町

砂
川
市

上砂川町

歌志内市

芦別市

ダ
ム

砂川遊水地

石狩川中 下流
軟弱地盤の丘陵堤

川

直轄管理区間

ダム（完成）

ダム（建設中）

遊水地整備箇所

河道掘削 空知川KP.17.0



千歳川遊水地群
23 23

千歳川遊水地群は、平成20年度から舞鶴遊水地において用地取得に着手し、以降平成24年度までに全ての遊
水地において工事着手しています。

千歳川遊水地群は、平成31年度の完成を目指しています。

【千歳川遊水地群進捗状況】遊水地の位置

江別太

舞鶴遊水地江別太遊水地 東の里遊水地

江別太

晩翠
（平成26年6月撮影） （平成26年6月撮影） （平成26年6月撮影）

北島

平成22年度 用地取得着手
平成23年度 掘削着手
平成24年度 周囲堤着手

平成23年度 用地取得着手
平成24年度 掘削着手
平成25年度 周囲堤着手

平成20年度 用地取得着手
平成21年度 掘削着手
平成22年度 周囲堤着手
平成24年度 排水門着手

（平成26年6月撮影） （平成26年6月撮影） （平成26年6月撮影）

東の里
舞鶴 晩翠遊水地 北島遊水地 根志越遊水地

根志越

（平成26年6月撮影） （平成26年6月撮影） （平成26年6月撮影）

平成21年度 用地取得着手
平成22年度 掘削着手
平成23年度 周囲堤着手

平成23年度 用地取得着手
平成24年度 掘削着手
平成25年度 周囲堤着手

平成22年度 用地取得着手
平成23年度 掘削着手
平成24年度 周囲堤着手



北村遊水地
24 24

北村遊水地は 平成24年度から築堤 用地補償に着手しており 平成38年度の完成を目指しています

【北村遊水地進捗状況】

北村遊水地は、平成24年度から築堤、用地補償に着手しており、平成38年度の完成を目指しています。

北村遊水地内は、現状の土地利用が継続される地役権を設

【地域との連携状況】

遊水地の位置

定しており、まちづくりや農業の関係機関が連携し、地域づく
りについて検討しています。

■北村遊水地地域・関係機関の連携幾春別川

石
狩
川

北村遊水地

豊
平
川

千
歳
川

夕張川

北村遊水地

要望等

北村地域連携調整会議

連携

まちづくり・農業振興

北村遊水地

札幌開建市・町

要望等要望等

連携

要望等

関係機関

連携

連携

調整

北村遊水地

旧

北村遊水地事業対策協議会

事業工程・補償

北村地内治水事業促進期成会

要望等域

移転地計画

調整

［連携機関］

旧
美
唄
川

地域住民

要望等要望等地域

平成24年度 築堤、用地補償着手

［連携機関］
岩見沢市、月形町、農業委員会、土地改良区、ＪＡ、北海道農業
公社、NOSAI、空知総合振興局、北海道開発局等 計14機関



豊平川の河道洗掘・侵食対策(１)25 25

豊平川は札幌市街地を急勾配で貫流しており、洪水時には高速の激しい流れが発生するため、河道の洗掘・浸食対策豊平川は札幌市街地を急勾配で貫流しており、洪水時には高速の激しい流れが発生するため、河道の洗掘 浸食対策
として堤防保護対策や床止めの補修対策を行っています。

堤防保護対策

堤防保護対策は概成している。

堤防の保護対策を実施する区間

7基の床止(S25～S48)の補修・改築
堤防の保護対策実施区間

ミュンヘン大橋

南22条大橋

南19条大橋

幌平橋
6･7号床止工

8号床止工

1号床止（S27） 対応策検討中
3号床止（S25） H22対策済み
4号床止（S29） H23～H24対策済み
5号床止（S36） H19対策済み
6号床止（S34）p

14
.0

K
p
13

.0

1
号

床
止

p
14

.0

K
p
13

.0

1
号

床
止

8号床止工6･7号床止工5号床止工1号床止工

南大橋

7条南大橋

豊平橋

4号床止工

5号床止工
6号床止（S34）
7号床止（S26）
8号床止（S48） H25～H26対策中

K
p
19

.0

K
p
18

.0

K
p
17

.0K
p
16

.0K
p
15

.0

K
p

3
号

床
止

4
号

床
止

5
号

床
止

6
.7
号
床

止

8
号

床
止

K
p
19

.0

K
p
18

.0

K
p
17

.0K
p
16

.0K
p
15

.0

K
p

3
号

床
止

4
号

床
止

5
号

床
止

6
.7
号
床

止

8
号

床
止

H20～H21対策済み

札幌市街と床止群

豊平橋

豊平川水管橋
電電大橋

3号床止工4号床止工

3号床止工 豊平川床止設置箇所図



豊平川の河道洗掘・侵食対策(２)26 26

8号床止の上流の区間で局所洗掘により河床が低下傾向にあり 護岸や堤防の安全性が損なわれるおそれがあるた

根固めの機能喪失 根固めの機能喪失 橋脚の根入れ不足の恐れ

8号床止の上流の区間で局所洗掘により河床が低下傾向にあり、護岸や堤防の安全性が損なわれるおそれがあるた
め、低水護岸の機能回復（根継ぎ）を図るとともに、河床低下を抑制するための帯工群の整備を進めています。

KP20.0

KP19.0

ミュンヘン大橋

高水敷のほとんどが
公園利用

堤内地は
札幌市街地

KP19.0右岸

直轄管理区間
KP20.0右岸

KP20.4右岸（新藻岩橋）

KP21.0
KP18.0

KP17.0

KP22.0

藻岩上の橋

新藻岩橋

南22条大橋

幌平橋

五輪大橋

公園利用札幌市街地

根固めの機能喪失根 機能喪 橋脚の根入れ不足の恐れ

河床低下区間

8号床止

南19条大橋幌平橋

堤内地は札幌市街地

根固めの機能喪失

KP20.3左岸

根固めの機能喪失

KP19.2左岸

橋脚の根入れ不足の恐れ

KP20.7左岸（新藻岩橋）

護岸・橋脚写真 H23.9出水後撮影

低水路の河床洗掘対策を実施する区間低水路の河床洗掘対策を実施する区間

豊平川上流河床洗掘対策勉強会（H22～）

豊平川土砂管理検討会の結果を踏まえ、豊平川上流の河床洗掘堆対策を具体化するための勉強会を行っています。
（勉強会構成：河川環境管理財団北海道研究所 黒木所長、北見工大 渡邊教授、北海道大学 鈴木特任教授、清水教授、泉教授、川村
特任助教 札幌市サケ科学館 西日本科学技術研究所） ※肩書きは平成22年当時のものです

豊平川

特任助教、札幌市サケ科学館、西日本科学技術研究所） ※肩書きは平成22年当時のものです。

将来予測平均河床高（帯工あり）

低水路の河床幅をなるべ
く確保し魚類の産卵床へ
配慮

帯工設置により現況河床高を維持

河床低下対策概要説明図

H21年度に1カ所の帯工を設置し、
効果検証等のためのモニタリングを
実施しています。

H21施工帯工 試験施工箇所状況

将来予測平均河床高（帯工なし）根継ぎ長が短くなり、コスト縮減



夕張シューパロダム建設事業

夕張シ パロダム建設事業は 既設大夕張ダムの下流に夕張シ パロダムを建設する事業です 平成7年

27 27

夕張シューパロダム建設事業は、既設大夕張ダムの下流に夕張シューパロダムを建設する事業です。平成7年
度より建設事業に着手、平成24年にダム本体の打設を完了し、平成26年度中の完成に向けて平成26年3月より
試験湛水を実施中です。

◆本体工事状況 ◆夕張シューパロダム諸元◆本体工事状況

大夕張ダム

昭和37年完成

◆夕張シュ パロダム諸元

平成25年6月撮影
◆貯水池容量配分の変更

平成17年度に、農業用水と水道用水の取水量の減量に伴い、◆試験湛水状況

（平成17年4月の夕張川河川整備計画策定以降の変更点）

平成 年度に、農業用水と水道用水の取水量の減量に伴い、
利水容量の見直しを行い、それとともにダム高等の変更を行いました。

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 EL301.9mあ ああああああ

洪水調節容量 6 300万m3
ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位 EL301.5mあ ああああああ

洪水調節容量 6 300万m3

常時満水位（EL297.0m）到達

◆試験湛水状況

・貯水池容量配分図（当初計画） ・貯水池容量配分図

洪水調節容量 6,300万m

常時満水位 EL297.4mあ あ

利水容量(発電)  31,000万m3

最低水位 EL259.6mあああああああああ

有効貯水容量
37,300万m3

総貯水容量
43,300万m3

旧ダム容量 8,050万m3

流水の正常な
機能の維持 8,690万m3

かんがい用水 13,580万m3

水道用水 680万m3

洪水調節容量 6,300万m

常時満水位 EL297.0mあ あ

利水容量(発電)  30,400万m3

最低水位 EL259.6mあああああああああ

有効貯水容量
36,700万m3

総貯水容量
42,700万m3

旧ダム容量 8,050万m3

流水の正常な
機能の維持 8,620万m3

かんがい用水 13,490万m3

水道用水 240万m3

堆砂容量 6,000万m3 堆砂容量 6,000万m3

平成26年10月5日撮影



幾春別川総合開発事業(１)
～ダム事業の検証～

28 28

「 ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に基づき 幾春別川総合開発事業の関係地方「 ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に基づき、幾春別川総合開発事業の関係地方
公共団体からなる検討の場を開催し、幾春別川総合開発事業における洪水調節、新規利水（水道用水、工業用
水）、 流水の正常な機能の維持の3つの目的について、目的別の総合評価及び総合的な検証を実施し、検証
の結果、事業の「継続」を決定しました。

幾春別川総合開発事業の検証に係る検討

複数の治水・利水対策案の立案

（H22.12.20）

（H23 2 28 ）

流域の概要・治水・利水対策の状況 第１回検討の場

第２回検討の場

○利水参画者に対し、ダム事業参画継続
の意思・必要な開発量の確認

複数の治水 利水対策案の立案

概略評価による治水・利水対策案の抽出

検
証
対
象

（H23. 2.28.）

（H23.7.8）

（H23.7.11～8.10）

第２回検討の場

第３回検討の場
【平成22年12月20日付けで文書を発送】

【平成23年1月28日までに回答】

○利水参画者に対し、代替案が考えられな
いか検討するよう要請

【平成22年12月20日付けで文書を発送】

検証要領細目を参考に幅広い
方策を組み合わせて検討を行
い、対策案を検討

治水16案立案
利水（水道）8案立案
利水（工業）10案立案
流水10案立案 パブリックコメント

象
ダ
ム
事
業
等
の

治水・利水対策案の評価軸ごとの評価

【平成23年 1月28日までに回答】

○利水参画者において水需要計画の点検
・確認を行うよう要請

【平成22年12月20日付けで文書を発送】

【平成23年 1月28日までに回答】

立案した対策案の概略評価を
行い、対策案を抽出

治水7案抽出
利水（水道）3案抽出
利水（工業）5案抽出
流水3案抽出

の
点
検

検証対象ダムの総合的な評価

対応方針（素案）の作成
（H24.10.25)第４回検討の場

○検討主体において必要な開発量の算定
が妥当に行われているか確認

【H23.7.8 第3回検討の場】

目的別の総合評価

学識経験を有する者からの意見聴取（H24.11.16)

対応方針（案）の決定

対応方針（原案）の作成

対応方針（素案）の作成
○新規利水対策案を利水参画者等に提示
、意見聴取 関係地方公共団体の長からの意見聴取

関係利水者からの意見聴取
（河川法第16条の2（河川整備計画）等に準じて行う。）

学識経験を有す 者 見聴取（ )

関係住民からの意見聴取（H24.11.16)

事業審議委員会
（H24.12.20）

（ ）対応方針（案）の決定

本省への検討結果の報告

※1)上記の対策案の数には、ダム案を含む
※2）「流水」とは、流水の正常な機能の維持 本省による対応方針の決定

有識者会議
（H25.1.22）（H25.1.25）

（H24.12.21）
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幾春別川総合開発事業は 桂沢ダムの同軸嵩上げによる再開発となる新桂沢ダムと 流水型ダムである三笠ぽん

幾春別川総合開発事業(２)
～新桂沢ダム～

幾春別川総合開発事業は、桂沢ダムの同軸嵩上げによる再開発となる新桂沢ダムと、流水型ダムである三笠ぽん
べつダムの2ダムを建設する事業であり、平成２年度から建設に着手しています。

新桂沢ダム建設においては、平成25年度に転流工（新取水放流設備）が完成し、平成26年度は本体工事の準備工
及び付替道路工事を実施しています。

◆ダム建設予定地現況

ダム軸

◆ダム建設予定地現況 ◆新桂沢ダムの諸元

桂沢ダムのダム軸上に11.9m嵩上げする同軸嵩上げによる再開発。
工事期間中に桂沢ダムの取水塔は使用できなくなるため、新桂沢ダム
の転流施設を取水塔として活用する。

◆同軸嵩上げイメージ

嵩上げ
11.9m

目的

ダムの高さ

ダム 長さ

洪水調節、流水の正常な機
能の維持、水道、工水、かん
がい、発電

75.5m

ダム軸

転流施設
（新桂沢ダム

取水塔）桂沢ダム
取水塔

新桂沢ダム
新桂沢ダム
総貯水容量
14,730万m3

桂沢ダム
総貯水容量
9,270万m3

ダムの長さ

堤体積

流域面積

湛水面積

総貯水容量 14，730万㎥

406.5m

65万㎥

298.70k㎡

6.66k㎡

嵩上げ
11.9m桂沢ダム

◆貯水池容量配分図

桂沢ダム

桂沢ダム貯水池容量配分図新

有効貯水容量 13，640万㎥

◆付替道路（新桂沢大橋）の工事
平常時最高貯水位

ＥＬ＝190.7ｍ

洪水調節容量 3,700万ｍ３

洪水期（ 6月15日～ 10月31日）

洪水時最高水位 ＥＬ＝196.8ｍ

洪水調節容量 2,330万ｍ３

ＥＬ＝193.1ｍ
洪水期貯留準備水位

非洪水期（ 11月1日～ 6月14日）

付け替え道路（新桂沢大橋）工事の写真

非洪水期利水容量 11,310万ｍ３ 有効貯水容量

総貯水容量

13,640万ｍ３

洪水期利水容量 9,940万ｍ３

(9,366万 ｍ３)

2,699万 ｍ３

6,570万 ｍ３

570万ｍ３

4万 ｍ３水道用水

発電

既得水道用水

既得かんがい用水

流水の正常な機能の維持

(10,530万

2,990万

7,410万

770万

10万

ｍ３)

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３水道用水

発電

既得水道用水

既得かんがい用水

流水の正常な機能の維持

総貯水容量

14,730万ｍ３

総貯水容量

堆砂容量 1,090万ｍ３基礎地盤標高 ＥＬ＝125.0ｍ

14,730万ｍ３

最低水位 ＥＬ＝158.0ｍ

97万 ｍ３工業用水 130万ｍ３工業用水
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三笠ぽんべ ダムは治水専用の流水型ダムであり 型式は台形 ダムを採用しています

幾春別川総合開発事業(３)
～三笠ぽんべつダム～

三笠ぽんべつダムは治水専用の流水型ダムであり、型式は台形ＣＳＧダムを採用しています。
平成13年に転流工が完成し、平成２６年度は本体工事に向け、調査、設計等を実施しています。

◆ダム建設予定地現況

高 が ダ ダ ず

◆流水型ダムイメージ

転流工
（H13完成）ダム軸 通常時 洪水時

河床と概ね同じ高さの洪水吐きが常時開いているダムで、平常時はダムに水を貯めず、洪水
時に一時的に水を貯め、下流の洪水流量を低減させる。
上流から流れてきた土砂は、洪水吐き及び土砂吐きを通って流下し、平常時はダム上流とほ
ぼ同じ水質の河川水が流下するなど、河川環境に及ぼす影響が小さい。

軸

洪水吐き洪水吐き

◆貯水池容量配分

工事用道路
(付替市道)

三笠ぽんべつダム貯水池容量配分図

◆三笠ぽんべつダムの諸元

完成イメージ図

▽サーチャージ水位 EL=179.2m

三笠ぽんべつダム貯水池容量配分図

目的

ダムの高さ

洪水調節

53 0m

▽最低水位

洪水調節容量 850万ｍ３
有効貯水容量

総貯水容量

EL=146.5m

850万ｍ３

862万ｍ３

ダムの高さ

ダムの長さ

53.0m

157.0m

堤体積

流域面積

湛水面積

18万m3

35.40km2

0.55km2

▽基礎地盤

堆砂容量 12万ｍ３

EL=130.0m

総貯水容量

有効貯水容量

862万m3

850万m3



23 23
石狩川上流河床低下対策石狩川上流河床低下対策

石狩川の旭川市街部では 平均河床高が１～４ｍ程度低下するなど河床低下傾向にあり 既設護岸の沈下や根入不

31 31

石狩川の旭川市街部では、平均河床高が１～４ｍ程度低下するなど河床低下傾向にあり、既設護岸の沈下や根入不
足が生じており、放置すると河岸の侵食が進行し堤防が危険な状態になったり、橋脚基礎の安全性が低下する可能性
があります。

石狩川上流河床低下対策は、護岸や橋梁等の状況を監視しつつ、河川環境に配慮し安定した河道の維持等の対策を
行うものです行うものです。

（北旭川大橋下流） （秋月橋下流左岸）（秋月橋橋脚）

河床低下
河床低下

柔らかい岩盤

河床低下

産卵床の減少

石狩川

石狩川

石狩川橋脚のフーチン
グが露出 護岸の機能を喪失

局所的に５ｍ
程度低下

平成19年度より学識経験者や研究者から

なる「石狩川上流河道管理ワーキング」を

石狩川上流河道管理ワーキング石狩川上流河道管理ワーキング

柔らかい岩盤産卵床の減少

～河床低下対策の概要～

土砂の横断流用による澪筋の解消と軟岩の被覆

なる「石狩川上流河道管理ワーキング」を

開催し、河床低下の要因分析や対策工の

検討を行っています。
高水敷利用等を考慮しつ

つ、低水路を拡幅して掃流
力を減少させます。

局所洗掘
河岸（堤防）決壊

その掘削土や中州等の
土砂を利用して、露岩箇所
等に覆礫する工事を平成
26年度から実施しています。拡幅 覆礫

安定した河道の維持



戦後最大規模である昭和56年8月洪水を安全に流下させることを目標に 当面の目標として石狩川下流域全体に

今後の治水事業の進め方
32 32

戦後最大規模である昭和56年8月洪水を安全に流下させることを目標に、当面の目標として石狩川下流域全体に

効果がある千歳川遊水地群、北村遊水地の整備を進めるとともに、人口・資産が集中する都市部を中心に整備を進

めることとします。その後、石狩川中上流部及び支川の整備を順次行います。

主な整備メニュー 概ね平成31年まで 整備計画期間内

河道掘削
（豊平川、石狩川、旭川市街地）

当面の対策 堤防整備当面の対策
（第一段階）

堤防整備
（石狩川市街地）

市街地を中心 堤防整備（千歳川 1次盛土）

千歳川遊水地群

豊平川急流河川対策

石狩川上流河床低下対策

河道掘削（石狩川中上流）

整備計画対応
（第二段階）

河道掘削（支川）

石狩川中上流、支川を中心 堤防整備（石狩川中上流）

堤防整備（支川）

堤防整備（千歳川 2次盛土）

北村遊水地



「河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持」
「河川環境の整備と保全」に関する取組の進捗状況「河川環境の整備と保全」に関する取組の進捗状況



0 0石狩川流域の渇水の発生状況

狩川流域 は 渇水 発生状況 応じ 自主節水が行われ ます

033 33

石狩川流域では、渇水の発生状況に応じて自主節水が行われています。
例えば、かんがい用水等の自主節水は、平成19年から平成25年の間に、幾春別川において3回、夕張川にお

いては7回行われました。また、平成26年も両河川において自主節水が行われたところです。
近年においても渇水傾向となることがあり、両河川のダムにより流況改善が図られています。

【桂沢ダム湖の水位状況】
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【幾春別川における自主節水の状況】 非渇水年（平成23年8月撮影）
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0 茨戸川水環境整備
～茨戸川清流ルネッサンスⅡ～

34 34

茨戸川では 目標であるBOD75%値3mg/l以下を達成するための導水が創成川ルート及び石狩川ルートにおいて

S53～H11にかけて底泥浚渫を実施（完了） 茨戸川清流ルネッサンスⅡ事業

茨戸川では、目標であるBOD75%値3mg/l以下を達成するための導水が創成川ルート及び石狩川ルートにおいて
開始されており、雁来ルートも今年度の導水が予定され、今後の水質改善が期待されます。引き続き、地域と連携
してモニタリングを実施します。
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14 

16 
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値
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m

g
/
L
）

生振３線（下部湖盆）

樽川合流前（下部湖盆）

生振８線（中部湖盆）

上部湖盆

環境基準

創成川ルート
導水開始H19

石狩川ルート
導水開始H22

処理場の高度処理化
による濃度低下

BODBOD
生物化学的
酸素要求量

石狩川ルートの導水量と目的
・Q=86,400m3/day
・茨戸川上部・中部湖盆の水質改善
※平成２２年８月導水開始

石狩川ルート

生振３線

生振８線

0 

2 

4 

6 

1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014

年
別

B
O

D
7
5

H2            H4            H6            H8           H10          H12        H14           H16           H18          H20       H22          H24 H26

狩

樽川合流前

生振８線
上部湖盆

≪導水に伴う水辺のにぎわいの創出≫

雁来ルートの導水量と目的
・Q=1.0m3/s
・茨戸川の水質改善
・札幌北部地区河川の浄化（維持）用水

雁来ルート

・札幌北部地区河川の浄化（維持）用水
（伏籠川、航路川ほか）

※平成２６年度導水開始予定

創成川ルートの導水量と目的
3/

狸二条広場でのイベントの様子

札幌市の関連事業による整備（創成川通）

・Q=1.5m3/s
・茨戸川の水質改善
・札幌北部地区河川の浄化（維持）用水

（創成川、新琴似川、発寒川）
※平成１９年８月導水開始

創成川ルート

創成川ルート（中島公園内）



0 石狩川下流（当別地区）の自然再生(１)35 35

石狩川下流では、自然再生を効果的に進めていくため、短期・中期・長期の3段階で対応を行い、流域環境の向
上を目指しており、当別地区は最初の短期的な拠点整備の取り組みとして重要な拠点となっています。
事業実施にあたっては、専門家、地域住民、NPO等から構成される「石狩川下流当別地区自然再生ワークショッ

プ」を設立し、地域と連携して自然再生を進めています。

ネット
ワーク

ネットワーク
の強化

＜短期的対応＞ ＜中期的対応＞ ＜長期的対応＞

生物の生息環境となる

規模・質の向上 連続化

拠点の
補完

ワーク
の形成

拠点を連続化 流域とし の

実施計画の検討（平成19～20年度） 参加団体等

生物の生息環境となる
拠点の整備

拠点を連続化 流域としての
機能の向上当別地区

段階的な整備の進め方

第１回ワークショップ 平成19年3月8日
●当別地区における検討の進め方について

第２回ワークショップ 平成19年8月3日
●自然再生の方向性と整備イメ ジについて

実施計画の検討（平成19～20年度）

ＮＰＯ法人カラカネイトトンボを守る会

ＮＰＯ法人茨戸川環境市民フォーラム

江別、当別、新篠津地域の鳥類及び両性爬虫類の生態研究者

参加団体等

●自然再生の方向性と整備イメージについて

第３回ワークショップ 平成19年10月5日
●目標の設定及び整備の具体化について

第４回ワークショップ 平成20年2月7日
●順応的管理及び推進体制について

豊平川ウォッチャーズ

流域生態研究所

石狩鳥類研究会

ＮＰＯ法人当別エコロジカルコミュニティー

第５回ワークショップ 平成20年3月12日
●当別地区自然再生実施計画書の最終確認

ワークショップの開催状況

当別ワンド構想の早期実現を目指す住民協議会

行政機関（関係自治体等）



1 石狩川下流（当別地区）の自然再生(２)36 36

実施計画書に基づき、平成２０年度より河岸環境、湿地・草地環境、樹林環境について整備しています。
当別地区の自然再生は、ＮＰＯ等との地域連携によって継続的に幅広いデータの蓄積を図り、効果を確認しながら
進めています。
河岸環境、湿地・草地環境の再生により、目標種の約9割が確認されており、当別地区に生息する生物の種類や

河岸環境の再生 湿地・草地環境の再生

数が増加してきていることが確認されています。（H21；21種→H25；25種）

整備実施前の状況
（平成19年4月）

整備実施前の状況
（平成19年4月）

整備実施後の状況
（平成25年5月）

整備実施後の状況
（平成25年5月）

【物理環境の目標値】【物理環境の目標値】

○河岸環境 ： ワンド 約4ha、浅場・砂州 約3ha

○湿地・草地環境 ： 湿地 約40ha(内 湖沼 約16ha・既存含む)、草地 約70ha

○樹林環境 ： 既存林 約9ha、再生林 約5ha
地域の様々な活動主体と協働して
モニタリングを実施



0
河川環境に配慮した河道掘削（美登位地区）37 37

樹木範囲美登位地区

美登位地区における河道掘削では、河岸部（網場）を残して高水敷を切り下げることによって、水辺の湿生植物
群落の回復、ヤナギ類の抑制を図っています。

樹木範囲

河道掘削範囲

既存のヨシ群落

写真①②撮影方向

既存のヨシ群落 比較的多くのヤナギ類が生育
写真③ 施工前 平成20年12月3日撮影

比較的多くのヤナギ類が生育

写真②写真②
施工後（平成施工後（平成2222年）年）

写真①写真①
施工前（平成施工前（平成1717年）年） 石

狩
川

施工箇所写真③写真③

写真④・⑤写真④・⑤
撮影方向撮影方向

写真④ 施工後 融雪水が湛水 平成22年6月25日撮影

【施工概要】

施工箇所写真③写真③
撮影方向撮影方向

写真④ 施工後 融雪水が湛水 平成22年6月25日撮影

＋0.2ｍ
植生回復後、河岸部（網場）を撤去

写真⑤ 施工後 植生の回復 平成22年8月19日撮影

ヨシ群落が形成



0
石狩川魚がのぼりやすい川づくり
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石狩川では 関係機関と連携し 魚類の遡上・降下に配慮した川づくりを進めています石狩川では、関係機関と連携し、魚類の遡上・降下に配慮した川づくりを進めています。

整備計画策定以降の取り組み主な代表魚種

現在（近年）の産卵床確認最上流端
石狩川愛別頭首工下流※1

カワヤツメ

雨竜川

石狩川愛別頭首工下流※1

石狩川頭首工魚道（左岸）
（平成25年11月竣工）

神竜頭首
近文頭首工

大雪頭首工

愛別頭首工

中愛別頭首工

石狩川愛別頭首工

八丁目頭首工

ワカサギ
石狩川

忠別川

旧花園頭首工

北空知頭首工

神竜頭首工
永山床止工

近文頭首工

大雪ダム

安足間川

美瑛川

忠別川取水堰

旧花園頭首工魚道（新設左岸）
（平成23年8月竣工）

幾春別川

石狩川頭首工

第1～27号落差工

北海頭首工

魚染の滝

サケ

夕張川

幾春別川

凡 例

横断工作物横断工作物

空知川

遡上可能範囲

第1～8号床止 市来知頭首工

川向頭首工

第1,2号床止
白川ダム

遡上不可能範囲

石狩川愛別頭首工魚道（右岸）
（平成20年3月竣工）

サクラマス（ヤマメ）

豊平川

千歳川

厚別川

参考資料：
※1 石狩川上流自然再生事業検討業務(平成24年度旭川開発建設部)
石狩川下流魚道調査業務(平成23年度札幌開発建設部)
石狩川上流の横断工作物については、主な施設を記載

横断工作物
（連続性なし）

横断工作物
（連続性あり）

真駒内川

第1～10号落差工
旧第9～13号落差工

栗沢頭首工

千歳第4ダム

漁川



0 0河川景観の形成

北海道及び札幌市と連携し 学識経験者の意見も踏まえ 「豊平川景観形成の基本的な考え方」ならび具体的な

39 39

北海道及び札幌市と連携し、学識経験者の意見も踏まえ、「豊平川景観形成の基本的な考え方」ならび具体的な
景観設計を行うための「豊平川景観形成ガイドライン」を策定し、景観に配慮した河川管理に取り組んでいます。

＜豊平川景観形成の基本的な考え方による目標達成のための方策の一例（水穂大橋～幌平橋）＞
     ：河川管理施設 

高水敷 堤防上 利用施設等

■建築物 
・山並みの見通しへの配慮

■高水敷利用・樹木
・雑然とならないよう管理 
・アクセントとなる高木を生育 
・スポーツ施設は低木等で区分

■建築物 
・川側からの眺めに配慮 
・屋外広告物は河川景観との調和に配慮

■堤防・高水護岸
街並 景観と 調和

   ：高水敷･堤防上の利用施設等 
    ：まち 等 
    ：保全したい要素 
    ：改善したい要素 
着色

・山並みの見通しへの配慮
・在来種、シンボルとなる樹種、後継木を考慮 ・街並みの景観との調和

平成22年3月
■沿川の樹木
 ・樹木の保全

豊平川川づくり・まちづく
り連絡協議会景観部会

（国・道・札幌市）にて策定

【アドバイザー】

■低水路・河畔林 
 ・低水路保全 
 ・河畔林の保全（治水上支障ない範囲） 
 ・自然な水際線形成 

■柵
・目立たないシンプルな柵 

橋梁上からみる 
（南７条大橋から上流をみる） 

【アドバイザ 】

・北海道大学大学院工学
研究科 黒木幹男准教授

・中井景観デザイン研究室
中井和子代表

伐採後 環境配慮

○樹木伐開における配慮○スロープ手摺色の統一化

（伐採前） （伐採後）

伐採後の環境配慮
として自然草地を設置

南一条大橋下流における樹木伐採の状況豊平川KP15.3右岸付近



0 0人と川のふれあい(１)
～NPO等との連携～

例えば 夕張川では 栗山町のNPO栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会が川の学習の場として活用していす
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例えば、夕張川では、栗山町のNPO栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会が川の学習の場として活用していす。
砂川遊水地があるオアシスパークでは、砂川市による「ラブ・リバー砂川夏まつり」など様々なイベントが開催されてい
ます。

石狩川中流域では、石狩川下覧櫂が流域各市町村の連携、協働、交流をコンセプトとして「川下り」や「河川清掃」、
また 子供が川で安全に遊べることを目的とした「子供川塾」の活動を実施しています

ラブ・リバー砂川夏まつり
（砂川市）

また、子供が川で安全に遊べることを目的とした「子供川塾」の活動を実施しています。

川の学習
（NPO栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会）

アクセスルートの確保

・オアシスパークで様々なイベ
ントを開催

整備前

夕張川上空より

川下り
（石狩川下覧櫂）整備後

夕張川上空より
花火大会

・水辺までのアクセスルー

トは事務所が整備

・毎年7月に実施している石狩
川中流域（雨竜町～砂川遊
水地など）で開催

川の学習

川下り

・毎年、地元小中学校の生徒を対象に実施



1 人と川のふれあい(２)
～他事業との連携～

「道と川の駅花ロ ドえにわ」は 道と川を活かした地域の情報発信 連携 交流の促進を目的として 国の
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「道と川の駅花ロードえにわ」は、道と川を活かした地域の情報発信、連携、交流の促進を目的として、国の
道路事業と河川事業に加え、恵庭市によるまちづくり交付金の事業が連携し、整備されました。
恵庭市による市民参加によるワークショップを開催のうえ、広く市民からの提案や意見を求め基本計画を策定し、

平成20年に全面オープンしています。
「道と川の駅花ロ ドえにわ」の利用状況は好調で 漁川での環境学習をはじめ 併設されている恵庭市の「道と川の駅花ロードえにわ」の利用状況は好調で、漁川での環境学習をはじめ、併設されている恵庭市の

農産物直売所「かのな（花野菜）」など、人と川のふれあいに貢献しています。

農産物直売所「かのな」

位置図

地域交流センターの利用状況漁川での環境学習

ウォ タ ガ デンの利用状況水路水路

散策路散策路

ウォーターガーデンの利用状況
散策路、階段工等散策路、階段工等

水路水路

花壇花壇 花壇花壇
花壇花壇

散策路散策路
花壇花壇

農
産
物
直
売
所

農
産
物
直
売
所

駐車場の利用状況花ロードえにわ事業概要

道路事業による整備道路事業による整備
（特定交通安全施設等整備事業）（特定交通安全施設等整備事業）

恵庭市整備恵庭市整備
（まちづくり交付金）（まちづくり交付金）

河川事業による整備河川事業による整備
（水辺プラザ整備事業）（水辺プラザ整備事業）



23 2323人と川のふれあい(３)
～かわまちづくり～

旭 市かわまちづく 中心市街地 新たな観光拠点を創出する計 を策定 成 年 かわまちづく
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旭川市かわまちづくりは、中心市街地に新たな観光拠点を創出する計画を策定し、平成21年5月にかわまちづくり
支援制度に認定され、平成27年度中の完成を目指しています。

・旭川市では 中心市街地の南北に「北彩都あさひかわ」と「文化芸術ゾーン」の二つの交流拠点を創出し 「質の高い快適な回遊動線」で繋ぐこ

【旭川市かわまちづくりの概要】
・旭川市では、中心市街地の南北に「北彩都あさひかわ」と「文化芸術ゾーン」の二つの交流拠点を創出し、「質の高い快適な回遊動線」で繋ぐこ
とにより、中心市街地を「歩くことが楽しくなる質の高い都市空間」に再構築し、歩行者通行量の増加及び観光客の市街地中心部への誘導を目
指している。

・文化芸術ゾーンでは、石狩川と隣接する常磐公園を中心に、美術館、文学館（常磐館）、公会堂など既存の文化芸術的資源と河川空間を活用
し、中心市街地に新たな観光拠点を創出する計画を策定。

・常磐公園と河川空間の一体的利用を可能にするため 堤防の緩傾斜化や管理用道路の整備 高水敷整備を実施中常磐公園と河川空間の 体的利用を可能にするため、堤防の緩傾斜化や管理用道路の整備、高水敷整備を実施中。

■河川空間利用状況

旭川冬まつり 平成23年2月撮影 河川管理者：堤防緩傾斜化、管理用道路、高水敷整正 等
旭川市：園路・植栽、教育文化施設（公会堂、常磐館）、駐車場、多目的広場 等

旭川市かわまちづくり整備内容旭川市かわまちづくり整備内容

■常盤築堤整備イメージ

ジンギスカンマルシェ 平成25年6月撮影

管理用道路高水敷（基盤）整正

堤防緩傾斜化



24 2424人と川のふれあい(４)
～水辺プラザ～
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旭川市は市の中心部（旭川駅裏）において自然とまちが調和する「緑豊かな新しい旭川の顔」をつくりだすため『北
彩都あさひかわ』構想を計画し、その実現のため旭川市・国・北海道・JRが連携し一体となった整備が行われました。
『北彩都あさひかわ』では、「都心オアシスの形成」が重要なコンセプトのひとつとなっており、 「忠別川の環境を活か

した都心の形成」を整備方針として掲げ、国は“忠別川水辺プラザ整備”を実施しました。

クリスタル橋 ＪＲ高架駅舎

当整備は国と旭川市が連携し、地域住民が容易に水辺にアクセスできるよう、また、地域交流拠点に

ふさわしい水辺空間として整備を行いました。整備内容は堤防の緩傾斜化、低水(親水性)護岸などです。

忠別川水辺プラザ整備忠別川水辺プラザ整備散策路利用状況

クリスタル橋

JR旭川駅

クリスタル橋

氷点橋

ＪＲ高架駅舎

忠別川の自然環境を活かし、都市
空間との連続性を高めるために、
在来種による生態空間の基盤整備
を行っています【生態階段】

忠別川

芝生公園
地域住民が容易に水辺にアクセスで
きるよう堤防を緩傾斜にしています

生態階段JR橋
忠別川

新神楽橋

きるよう堤防を緩傾斜にしています
園路

駅南広場利用状況 高水敷利用状況 生態階段の現況

忠別川

氷点橋

忠別川

クリスタル橋

新神楽橋

忠別川
生態階段

忠別川忠別川



河川の維持管理
に関する進捗状況に関する進捗状況



0 0
サイクル型維持管理の実施

44 44

概ね5年間を計画対象期間として、河川維持管理を適切に実施するために必要となる具体の内容を定めた
「河川維持管理計画」を平成24年3月に策定しました。
本計画に基づき、河道や河川管理施設等の状況の変化、河川維持管理の実績、社会情勢の変化等に応じ

て適宜見直しを行う、サイクル型の維持管理を行っています。

構造物点検の実施状況① 構造物点検の実施状況②

定期的に河川巡視・点検を行い、施設や
河道の状況を確認。

維持管理計画に基づいて、状況、対策、補修の
状況を記録し、河川カルテとしてデータベース化。

河川巡視・
点検

データベース化
（河川カルテ）

構 物点検 実施 ① 構造物点検の実施状況②

サイクル型維持管理
の実践補修前

河道や施設の
変化の把握

必要に応じて
対策・補修

操作台の劣化

施設の劣化や異常等があった場合には、
それらの状態を確認し、場所等を記録。

見つかった異常に対し適宜対策・補修を処置。

構造物点検の実施状況③

補修後



1 45
維持管理の実施状況(１)

45

定期的に河川巡視を実施し、沈下や亀裂などの堤防の変化、樋門等施設の変化、河道内の樹木の繁茂や
土砂の堆積、ゴミや不法投棄などの状態を常に把握・評価し、その結果に応じて速やかに補修等の対応を実
施しています。

調査の実施項目 維持管理の
実施項目・河川の巡視、点検

・河道状況の把握
・洪水後（洪水時）の状況把握
・水文観測調査

・堤防の維持管理
①堤防補修
②堤防除草
③堤防天端の舗装
④河道内樹木の管理④河道内樹木の管理
・樋門、樋管及び排水機場等の維持管理

土砂除去

施工前 施工後

河川の調査

施工前
施工後

天端補修

河川の巡視、点検 河道状況の把握

施工前
施工後

洪水後の状況把握 水文観測調査



2 46
維持管理の実施状況(２)

46

従来 河川管理者により実施されていた堤防除草に いて 地域の河川愛護団体との協働により実施する と従来、河川管理者により実施されていた堤防除草について、地域の河川愛護団体との協働により実施すること
で、除草コスト、刈草処分費用の縮減を図っています。
また、除草工事で発生する刈草や、掘削工事で発生する泥炭について、従来は処分場で処分していましたが、

地域住民へ無償配布することで、処分費用の縮減、発生材の有効利用を図っています。

集草除草
地域の河川愛護団体との協働状況

利用運搬

泥炭受け入れ農地確認及び運搬状況堤防刈草梱包状況及び無償配布状況

刈草の梱包状況 刈草の無償配布状況



0 0防災のための関係機関との連携・協働

自治体職員と連携した水防実地訓練や 地域住民を加えた災害図上訓練など 関係機関と連携 協働
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自治体職員と連携した水防実地訓練や、地域住民を加えた災害図上訓練など、関係機関と連携・協働
を進めています。

【災害図上訓練（DIG）】平成26年6月4日

災害図上訓練実施状況

【水防技術講習会】平成２５年８月４日

水防実地訓練実施状況

【災害図上訓練（DIG）】平成26年6月4日

参加者約60名(札幌開発建設部職員、滝川市役所職員、

一般住民）

避難所として可能性がある学校等において、学生や各町内
会等地域の皆さんと一緒に いざというときに備え 災害図

【水防技術講習会】平成２５年８月４日

参加者約１２０名（空知川流域７市町村の職員及び消防団員

等・北海道空知総合振興局・北海道上川総合振興局・札幌開

発建設部）

出水時における水防活動が円滑に実施されるよう 水防技術 会等地域の皆さんと一緒に、いざというときに備え、災害図
上訓練（DIG）を行い、防災活動、災害時の避難方法、災害
時要援護者の対策、自主防災組織の活動の在り方等につい
て学習しました。

出水時における水防活動が円滑に実施されるよう、水防技術

の向上及び伝承を図るため、水防技術講習会を実施しました。



「その他」「その他」

河川整備計画策定後の河川整備計画策定後の
新たな取り組み



0 0緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE)(１)
～災害時の対応～

48 48

国土交通省緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ ＦＯＲＣＥ）は 大規模自然災害が発生し 又は発生するおそれが国土交通省緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣーＦＯＲＣＥ）は、大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれが
ある場合に、被災地方公共団体等に対して、円滑かつ迅速に災害対応の支援を実施することを目的として、
平成20年度に創設されました。
ゲリラ豪雨のような局地的な災害に対しては近傍の事務所等から、また、東日本大震災のような広域的な災害

に対しては北海道開発局や全国の地方整備局の隊員が現地に参集します

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの構成

に対しては北海道開発局や全国の地方整備局の隊員が現地に参集します。

・北海道開発局や全国の地方整備局と事務所等を中心に約5,300名（平成25年7月1日現在）の隊員が任命されています。

・ヘリコプターや排水ポンプ車、衛星通信車などの災害対策用の機材も全国に配備しており、迅速な被害状況調査や
現地での応急対応が可能です。

・隊員は河川、砂防、道路、港湾、建築、電気、機械、下水道等の専門技術者等で構成され、任務別に班が編成されています。

班構成

先遣班 被災自治体
支援班

（リエゾン）

現地化活動
調整班

情報通信班 高度技術
指導班

被災状況
調査班

（ヘリ調査）

被災状況
調査班

（現地調査）

応急対策班

■TEC-FORCEの活動事例（国土交通省資料）■TEC FORCEの活動事例（国土交通省資料）

被災状況調査班
（現地調査）

被災状況調査班
（復旧工法の検討）

高度技術指導班
（復旧方針樹立の指導）

訓練：応急対策班排水ポンプ設置訓練、被災状況
調査班実地訓練などによる平時の備え



1 149 49

大規模な自然災害に際して円滑かつ迅速な支援を行うため 体制の整備 資機材の配備 対応能力向上のための訓

緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE)(２)
～体制整備～

北海道開発局のＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ

大規模な自然災害に際して円滑かつ迅速な支援を行うため、体制の整備・資機材の配備、対応能力向上のための訓
練等を日頃から行っています。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ隊員総数 (H26.9.1現在)

総数 555名 （内、河川部門164名 ）

活動内容 事前の体制整備

職員をTEC-FORCE隊員としてあらかじめ指名
●被災状況の調査
●災害緊急対応 職員をTEC FORCE隊員としてあらかじめ指名

するなど、事前に人員・資機材の派遣体制及び
受入体制を整備し、迅速な活動を実施
平時に研修や訓練を行うことによる対応能力

の向上
活動計画や活動拠点の準備による強化

●災害緊急対応
・緊急輸送路の確保 ・緊急湛水排除

●被災地方自治体の支援
・リエゾンの派遣
・衛星通信車等の派遣による 通信網確保

災害対策用機材の配備

災害対策用機材（ヘリコプター 排水ポンプ車 照明車 衛星通信車 応急組立

TEC-FORCE研修（現地演習）状況
・災害復旧に関する技術指導や助言

●二次災害の防止
・応急対策の立案・実施
・被災箇所の危険度予測

災害対策用機材（ヘリコプタ 、排水ポンプ車、照明車、衛星通信車、応急組立
橋等）を北海道開発局、開発建設部に配備

平成25年度リエゾン派遣状況 災害対策用ヘリコプター「ほっかい」 多目的支援車による人命救助 給水装置付き散水車による給水活動



2 250 50緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE)(３)
～派遣状況～

平成23年3月11日に発生した東日本大震災では現地にテックフォース隊員を派遣し、被災情報の収集活動を
行いました。また、平成26年8月ならびに9月出水では、排水ポンプ車の出動、防災ヘリによる上空からの調査、
各自治体へのリエゾン派遣など、様々な支援を行っています。

【平成23年3月東日本大震災】

【平成26年8月出水】

リエゾン（災害対策現地情報連絡員）とは

地震・水害・土砂災害等の大規模自然災害の発生時に、地方公共団体へ国土交通省職員を派遣し、災害情報等の情報収集、災害応急対策の支援等を行うものです。



0 0XバンドMPレーダの整備51 51

適切な河川管理や防災活動等に役立てるために 局所的な豪雨を詳細かつ精度良く観測可能なＸＲＡＩＮ※1

北広島局

適切な河川管理や防災活動等に役立てるために、局所的な豪雨を詳細かつ精度良く観測可能なＸＲＡＩＮ
（国土交通省ＸバンドＭＰレーダネットワーク）の整備を進めています。平成25年9月から北広島局、平成26年9月
から石狩局の運用を開始し、雨量情報の配信を行っています。

※1 X-band polarimetric (multi paramater) RAdar Information Networkの略

石狩局
【凡 例】

新規 ダ 観測
北広島局石狩局

今回、新たに観測
可能となる範囲

既存レーダの観測
範囲（半径80km）

新規レーダの観測
範囲（半径80km）

札幌
北広島局

石狩局 これまでの観測範
囲

【既存デ タ（ バ ド ダ）】 【XバンドMPレ ダ）】

平成26年9月11日以降の観測範囲

【既存データ（Cバンドレーダ）】
（最小観測面積：１ｋｍメッシュ、配信周期５分）

（観測から配信に要する時間5～10分））

【XバンドMPレーダ）】
（最小観測面積：250mメッシュ、配信周期1分）

（観測から配信に要する時間1～2分）

詳細に観測

・
高
頻
度
（５
倍
）

・
高
分
解
能
（
１
６
倍

②

より詳細に

②

観測状況は一般公開されており

CバンドレーダとXバンドMPレーダの比較

倍
）

XバンドMPレーダの観測状況
平成26年9月11日 2:00

①

より詳細に、
精度高く観測

①

観測状況は 般公開されており、
一般市民のPCやスマートフォン

等でも閲覧が可能。



0 052 52IT（情報技術）の活用(１)
～データベースの構築～

様々な現場情報のほか、河川管理施設・許可工作物などの河川施設の施設規模、設置・更新年、図面・写真等
の河川維持管理に関する情報をICT技術（情報通信技術）を活用してデータベース化しています。

北海道開発局では、サーバの整備を終え、今年度より河川巡視におけるタブレットの導入を行っています。

データ入力

河川事務所 北海道開発局

開発局サーバ

国土交通省本省

本省サーバ

本省ＤＢ開発局ＤＢ事務所ＤＢ

本
省
デ
ー

本省ＤＢ開発局ＤＢ事務所ＤＢ

デ
ー
タ
の

ー
タ
出
力

の
同
期事務所の維持管理

に係るデータ管理
管内全事務所の
必要データ管理

全地整・事務所の
必要データ管理

タブレットの導入により、現場監視行為を効率化・高度化タブレットの導入により、現場監視行為を効率化・高度化
① 地図 活用や によ 位置情報を把握しながら 的確な周辺状況把握

巡視・点検
データ連携

現場

維持管理に係るデータの一元管理により、所内の日常業務を効率化・高度化維持管理に係るデータの一元管理により、所内の日常業務を効率化・高度化

① 地図の活用やGPSによって位置情報を把握しながら、的確な周辺状況把握。
② 過去の記録や記録項目、関連情報を確認しながら、的確な現場記録を支援。
③ 記録と関連付けて写真を撮影。取得データをもとに簡易に日報等を作成。

事務所 ① 台帳や河川カルテを共有化。蓄積したデータをもとに随時更新が可能。
② 適宜分析・評価を実施。河川管理レポート等のとりまとめや意思決定を支援。
③ 日常業務に係るデータを簡易に検索・確認。探しものに要する時間を軽減。



1 1IT（情報技術）の活用(２)
～モービル・マッピング・システム（MMS）～

53 53

より効率的・効果的な堤防点検の実施に向け 従来から行われている主に目視による点検結果と ＭＭＳを活用より効率的 効果的な堤防点検の実施に向け、従来から行われている主に目視による点検結果と、ＭＭＳを活用
した点検により得られるデータとの比較を行い、精度検証や実用化に向けた評価を行っています。

北海道開発局では、岩見沢河川事務所において、今年度MMS技術の試験的な運用を実施しました。

目視による点検 MMS技術による点検新たな観測技術で迅速な一次診断 目視による点検 MMS技術による点検

カメラ：前方3台 各500万画素
法面撮影用横3連カメラ
全周囲カメラ１台

レーザ：Riegl VQ450 550,000点/秒

新 な観測技術 迅速な 次診断

■モービル・マッピング・システム（MMS）※

による維持管理の効率化

河
川

目
視川

堤
防
の
点
検
に
お

視
確
認
に
加
え
デ
ー

◆堤防法面や天端 の亀裂、陥没等変状
の有無を、徒歩で主に目視により確認

堤防点検の実施状況①

MMSの試験的な実施状況①

お
い
て
、

ー
タ
確
認

レーザ点群データと画像データレーザ点群データと画像データ

デ
ー
タ
を
基

恐
れ
の
あ
る

【一次診断】
◆車載型レーザー観測装置や高解像度カメラに
より堤防法面や天端のデータを取得、数値化

MMSの試験的な実施状況②

基
に
、
変
状
等
の

る
箇
所
を
絞
り
込 より堤防法面や天端のデ タを取得、数値化

◆データ解析を行い、変状箇所を特定
【詳細点検】
◆変状箇所の特定後、別途人員によりメジャー
やポールを用いて計測を行う

◆変状の確認後、メジャーやポール
を用いて計測を行う

堤防点検の実施状況②

※ MMS とは，レーザスキャナ，光学カメラ及びGNSS/IMU 装置等
を車両等に搭載し，それらの観測データを組み合わせて処理するこ
とで移動しながら周辺地物の三次元座標を計測するシステム

込
み

レーザ点群と画像の合成データ



0 河川管理施設の耐震対策（耐震性能照査）54 54

東日本大震災における被害の発生を踏まえ 地震関連特別措置法の対象となる河川（十勝川等）や地震 津波被害東日本大震災における被害の発生を踏まえ、地震関連特別措置法の対象となる河川（十勝川等）や地震・津波被害

実績がある河川（後志利別川、尻別川）で、堤防の耐震性能照査や耐震対策が進められています。堤防以外の構造

物に関する耐震性能照査については、施設改築にあわせて耐震照査を行っています。

石狩川においても、国交省等による調査検討会により発表された「日本海津波予測」等をもとに、河川管理施設の耐石狩川においても、国交省等による調査検討会により発表された 日本海津波予測」等をもとに、河川管理施設の耐

震性能について照査を行い、耐震対策を講じていきます。

天塩川

留
萌
川

渚滑川
湧別川

常呂川
網走川

平成15年9月
十勝沖地震 豊頃町大津で
の堤防被災状況

樋門の改築に合わせ耐震性能を
確保（漁太南20号樋門）
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